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は
し
が
き

こ
の
本
は
、
一
般
の
方
々
を
含
め
多
く
の
方
々
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
多
角
的
な
理
解
を
少
し
で
も
深
め
て

頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
の
場
合
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
欧
米
諸

国
に
比
較
し
て
テ
ロ
の
被
害
は
少
な
い
方
と
言
え
ま
す
。
と
は
言
う
も
の
の
、
サ
ミ
ッ
ト
、
五
輪
等
の
重
要
か
つ

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
日
本
人
が
外
国
に
お
い
て
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
な

場
合
に
は
、
テ
ロ
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お

い
て
も
一
人
で
も
多
く
の
方
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
（
知
見
）
を
高
め
て
頂
け
れ
ば
と
願
う
次
第
で

す
。本

書
の
特
徴
の
第
一
は
、「
テ
ロ
リ
ズ
ム
研
究
の
全
体
像
を
俯
瞰
す
る
こ
と
」
で
す
。
2
0
0
1
年
の
い
わ
ゆ
る

9
1
1
事
件
以
降
、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
学
術
研
究
は
大
き
く
進
展
し
、
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
研
究
成
果
が
発
表
、
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
こ
ら
れ
の
学
術
研
究
は
、

政
治
学
、
法
学
、
心
理
学
等
の
多
種
多
様
な
学
問
領
域
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
そ
の
全
体
像
は
分
か

り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
書
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
学
問
領
域
に
目
を
配

り
つ
つ
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
や
論
点
の
全
体
像
を
摑
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
徴
の
第
二
は
、「
学
術
理
論
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
」
で
す
。
第
Ⅰ
部
は
言
わ
ば
学
術
理
論
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ii

編
と
し
て
、
主
に
欧
米
諸
国
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
学
術
理
論
研
究
の
主
な

成
果
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
テ
ロ
の
定
義
、
歴
史
、
非
対
称
性
、
手
法
、
形
態
、
更
に
は
発
生
要
因
や
未

然
防
止
策
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
や
抽
象
的
な
内
容
で
す
の
で
、
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
先
に
第

Ⅱ
部
を
読
ん
で
か
ら
第
Ⅰ
部
に
戻
っ
て
頂
い
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
第
Ⅱ
部
は
言
わ
ば
実
践
論
と
し
て
、
最
近

の
世
界
の
テ
ロ
情
勢
、
ア
ル
カ
イ
ダ
や
I
S
I
S
等
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
テ
ロ
組
織
の
動
向
、
米
国
に
お
け
る
極
右

関
連
テ
ロ
の
動
向
、
そ
し
て
日
本
の
テ
ロ
情
勢
と
未
然
防
止
策
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
単
純
に
詳

細
な
事
実
を
羅
列
す
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
第
Ⅰ
部
で
紹
介
し
た
学
術
理
論
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
て
実
際

の
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。
第
Ⅲ
部
で
は
、
締
め
括
り
と
し
て
、
テ
ロ
に
関
す
る
学
術
研
究
の

直
面
す
る
将
来
的
な
課
題
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
以
上
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
確
性
や
緻
密
さ
よ
り
も
、
全
体
像
の
把
握

の
し
や
す
さ
、
理
解
の
し
や
す
さ
等
に
ポ
イ
ン
ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
事
実
誤
認
、
説
明
不
十
分
等
の
点
が
あ

る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
専
ら
筆
者
自
身
の
不
勉
強
に
よ
る
も
の
で
す
。
更
に
深
く
詳
細
に
学
ぶ
こ
と
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
各
章
の
末
尾
に
掲
載
し
た
参
考
文
献
等
を
活
用
し
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
、
本
書
の
中
に
示
さ
れ

て
い
る
意
見
等
は
筆
者
の
個
人
的
な
意
見
で
す
。
筆
者
の
所
属
す
る
（
あ
る
い
は
過
去
に
所
属
し
た
）
組
織
の
公
式

な
見
解
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
6
月

小 

林 

良 

樹
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実
行
す
る
側
に
関
す
る
要
因
に
着
目
し
た
施
策
② 

―「
攻
撃
実
行
の
意
図
」に
関
す
る
施
策　
244

⑴　

社
会
レ
ベ
ル
の
問
題
に
着
目
し
た
施
策 

244
／
⑵　

個
人
レ
ベ
ル
の
問
題
に
着
目
し
た
施
策 

246

４　

攻
撃
実
行
の
機
会（
標
的
及
び
環
境
・
現
場
空
間
）に
関
す
る
要
因
に
着
目
し
た
施
策　
249

第
Ⅲ
部　

総　

括 

―
テ
ロ
に
関
す
る
学
術
理
論
は
将
来
を
ど
の
よ
う
に
見
る
の
か
？

第
12
章　

テ
ロ
研
究
と
テ
ロ
対
策
の
将
来	

253

１　

テ
ロ
に
関
す
る
学
術
研
究
の
主
要
論
点　
254

⑴　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
等
の
見
方 

254
／
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シ
ュ
ミ
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ド
、
フ
ォ
レ
ス
ト
等
の
見
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／
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通
底
す
る
課
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ム
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ー
ン
と
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ー
ン
ウ
ル
フ
の
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代
の
テ
ロ
の
未
然
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260

　
　
　

―「
安
全
と
権
利
自
由
の
両
立
」は
可
能
か
？

⑴　

欧
米
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国
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お
け
る
近
年
の
テ
ロ
の
脅
威 
260
／
⑵　
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の
所
在

―
「
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立
」
の
実
現
の
困
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さ 

261
／
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治
安
機
関
に
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す
る
民
主
的
統
制
制
度
の
充
実 

262

３　

そ
も
そ
も「
テ
ロ
対
策
」の
目
的
と
は
何
な
の
か
？　
265
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団
体
規
制
法　
（
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関

す
る
法
律
（
平
成
11
年
12
月
7
日
法
律
第
1
4
7
号
））

特
定
秘
密
保
護
法　
（
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年

12
月
13
日
法
律
第
1
0
8
号
））

ド
ロ
ー
ン
規
制
法　
（
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型

無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
28
年
3
月
18
日
法

律
第
9
号
））

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法　
（
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等

に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
55
年
5
月
1

日
法
律
第
36
号
））

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法　
（
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
28
年

6
月
3
日
法
律
第
68
号
））

補
給
支
援
特
措
法　
（
テ
ロ
対
策
海
上
阻
止
活
動
に
対
す
る
補
給
支
援

活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
20
年
1
月
16
日
法
律
第

1
号
））

旅
館
業
法
施
行
規
則　

( 

昭
和
23
年
7
月
24
日
厚
生
省
令
第
28
号)

【
国
際
条
約
】

核
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止
条
約　
（
核
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
の
防

止
に
関
す
る
国
際
条
約
、International Convention for the 

Suppression of Acts of N
uclear Terrorism

）（
2
0
0
5
年

□ 
法　

令

【
日
本
の
法
令
】

イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
特
措
法　
（
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援

活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平

成
15
年
8
月
1
日
法
律
第
1
3
7
号
））

旧
テ
ロ
対
策
特
措
法　
（
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
等
に
対
応
し
て
行

わ
れ
る
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
達
成
の
た
め
の
諸
外
国
の
活
動
に
対

し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
及
び
関
連
す
る
国
際
連
合
決
議
等
に

基
づ
く
人
道
的
措
置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
13
年
11
月
2
日

法
律
第
1
1
3
号
））

警
察
庁
組
織
令　
（
昭
和
29
年
6
月
30
日
政
令
第
1
8
0
号
）

サ
リ
ン
防
止
法　
（
サ
リ
ン
等
に
よ
る
人
身
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
（
平
成
7
年
4
月
21
日
法
律
第
78
号
））

銃
刀
法　
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
33
年
3
月
10
日
法
律

第
6
号
））

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法　
（
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
20
年
6
月
18
日
法
律
第
79
号
））

組
織
的
犯
罪
処
罰
法　
（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
11
年
8
月
18
日
法
律
第
1
3
6
号
））

凡
　
例
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□ 凡　例

□ 

事
件
名

　　
発
生
年
月
日
、
発
生
国（
都
市
）、
主
な
背
景
思
想（
実
行
犯
組
織
等＊
）

*

疑
い
の
も
の
も
含
む

（
50
音
順
）

【
日
本
国
外
で
発
生
し
た
事
案
】

9
1
1
事
件　
（
2
0
0
1
年
9
月
11
日
、
米
国
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区
等
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義

（
ア
ル
カ
イ
ダ
））

ア
ト
ラ
ン
タ
公
園
爆
破
事
件　
（
米
国
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
）、

1
9
9
6
年
7
月
27
日
、
極
右
主
義
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
2
世
暗
殺
事
件　
（
1
8
8
1
年
3
月
13
日
、
ロ
シ

ア
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）、無
政
府
主
義
（「
人
民
の
意
思
」））

伊
藤
博
文
暗
殺
事
件　
（
1
9
0
9
年
（
明
治
42
年
）
10
月
26
日
、
清

（
ハ
ル
ビ
ン
）、
反
植
民
地
主
義
）

イ
ラ
ク
に
お
け
る
邦
人
人
質
殺
害
事
件　
（
2
0
0
4
年
（
平
成
16
年
）

10
月
26
日
、
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
イ
ラ
ク
の
ア
ル
カ
イ

ダ
））

ウ
ェ
イ
コ
事
件　
（
1
9
9
3
年
2
月
28
日
〜
4
月
19
日
、
米
国
（
テ

キ
サ
ス
州
ウ
ェ
イ
コ
）、
極
右
主
義
）

エ
ル
パ
ソ
銃
乱
射
事
件　
（
2
0
1
9
年
8
月
3
日
、
米
国
（
テ
キ
サ

ス
州
エ
ル
パ
ソ
）、
極
右
主
義
）

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
連
邦
政
府
ビ
ル
爆
破
事
件　
（
1
9
9
5
年
4
月

19
日
、
米
国
（
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
）、
極
右
主
義
）

オ
ラ
ン
ド
銃
撃
事
件　
（
2
0
1
6
年
6
月
12
日
、
米
国
（
フ
ロ
リ
ダ

4
月
に
国
連
総
会
で
採
択
）

国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約　
（
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す

る
国
際
連
合
条
約
、U

nited N
ations Convention against 

Transnational O
rganized Crim

e

）（
2
0
0
0
年
11
月
に
国

連
総
会
で
採
択
）

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約　
（
集
団
殺
害
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条

約
、G

enocide Convention

）（
1
9
4
8
年
12
月
に
国
連
総
会

で
採
択
）

テ
ロ
資
金
供
与
防
止
条
約　
（
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
資
金
供
与
の
防

止
に
関
す
る
国
際
条
約
、International Convention for the 

Suppression of the Financing of Terrorism

）（
1
9
9
9
年

12
月
に
国
連
総
会
で
採
択
）

日
米
安
全
保
障
条
約　
（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互

協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
）（
昭
和
35
年
条
約
第
6
号
）

爆
弾
テ
ロ
防
止
条
約　
（
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
爆
弾
使
用
の
防
止

に
関
す
る
国
際
条
約
、International Convention for the 

Suppression of Terrorist Bom
bings

）（
1
9
9
7
年
12
月
に

国
連
総
会
で
採
択
）
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人
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害
事
件　
（
2
0
1
5
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（
平
成
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）
1

〜
2
月
、
シ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
I
S
I
S
））

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
爆
破
事
件　
（
1
9
9
3
年
2
月
26
日
、
米

国
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）、イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア

ル
カ
イ
ダ
））

ダ
ッ
カ
日
航
機
乗
っ
取
り
事
件　
（
1
9
7
7
年
（
昭
和
52
年
）
9
月

28
日
〜
10
月
3
日
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
ダ
ッ
カ
）、
極
左
主
義
（
日

本
赤
軍
））

テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港
乱
射
事
件　
（
1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
5
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30
日
、

イ
ス
ラ
エ
ル
（
テ
ル
ア
ビ
ブ
）、
極
左
主
義
（
日
本
赤
軍
））

デ
ル
タ
航
空
機
爆
破
テ
ロ
未
遂
事
案　
（
2
0
0
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年
12
月
25
日
、
米
国
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
A
Q
A
P
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ア
ル
カ
イ
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ド
バ
イ
日
航
機
乗
っ
取
り
事
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（
1
9
7
3
年
（
昭
和
48
年
）
7
月

20
日
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ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
ド
バ
イ
）、
極
左
主
義
（
日
本
赤
軍
、

P
F
L
P
））

ナ
ポ
リ
米
軍
施
設
前
車
両
爆
破
事
件　
（
1
9
8
8
年
（
昭
和
63
年
）

4
月
14
日
、
イ
タ
リ
ア
（
ナ
ポ
リ
）、
極
左
主
義
（
日
本
赤
軍
））

ニ
ー
ス
事
件　
（
2
0
1
6
年
7
月
14
日
、
フ
ラ
ン
ス
（
ニ
ー
ス
）、
イ

ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
I
S
I
S
））

ハ
ー
グ
・
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
占
拠
事
件　
（
1
9
7
4
年
（
昭
和
49
年
）

9
月
13
日
、
オ
ラ
ン
ダ
（
ハ
ー
グ
）、
極
左
主
義
（
日
本
赤
軍
））

バ
リ
島
事
件　
（
第
一
次
）（
2
0
0
2
年
10
月
12
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
バ
リ
島
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
））

パ
リ
同
時
多
発
攻
撃
事
件　
（
2
0
1
5
年
11
月
13
日
、
フ
ラ
ン
ス
（
パ

リ
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
I
S
I
S
））

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
に
お
け
る
襲
撃
事
件　
（
2
0
1
6
年
（
平

州
オ
ラ
ン
ド
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
I
S
I
S
））

キ
ン
グ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ホ
テ
ル
爆
破
事
件　
（
1
9
4
6
年
7
月
22
日
、

パ
レ
ス
チ
ナ
（
イ
ギ
リ
ス
委
任
統
治
領
）（
エ
ル
サ
レ
ム
）、
反
植
民

地
主
義
（
ユ
ダ
ヤ
民
族
軍
事
機
構
））

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
米
大
使
館
領
事
部
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
占
拠

事
件　
（
1
9
7
5
年
（
昭
和
50
年
）
8
月
4
〜
5
日
、）
マ
レ
ー
シ

ア
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）、
極
左
主
義
（
日
本
赤
軍
））

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
モ
ス
ク
銃
乱
射
事
件　
（
2
0
1
9
年
3
月

15
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
）、
極
右
主

義
）

在
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
邦
人
に
対
す
る
テ
ロ
事
件　
（
2
0
1
3
年
（
平
成

25
年
）
1
月
16
日
〜
19
日
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（
イ
ナ
メ
ナ
ス
）、
イ

ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

在
ケ
ニ
ア
・
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
両
米
国
大
使
館
同
時
爆
破
事
件　

（
1
9
9
8
年
8
月
7
日
、
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
過

激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
））

在
ペ
ル
ー
日
本
国
大
使
公
邸
占
拠
事
件　
（
1
9
9
6
年
12
月
17
日 

〜

1
9
9
7
年
4
月
22
日
、
ペ
ル
ー
（
リ
マ
）、
極
左
主
義
（
ト
ゥ
パ

ク
・
ア
マ
ル
革
命
運
動
））

サ
ン
ベ
ル
ナ
ン
ド
銃
撃
事
件　
（
2
0
1
5
年
12
月
2
日
、
米
国
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ベ
ル
ナ
ン
ド
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義

（
I
S
I
S
））

ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
大
使
館
等
手
製
弾
発
射
事
件　
（
1
9
8
6
年
（
昭

和
61
年
）
5
月
14
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）、
極
左
主

義
（
日
本
赤
軍
））

シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
社
襲
撃
事
件　
（
2
0
1
5
年
1
月
7
日
、
フ

ラ
ン
ス
（
パ
リ
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
A
Q
A
P
（
ア
ル
カ
イ
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□ 凡　例

ダ
ホ
州
ル
ビ
ー
リ
ッ
ジ
）、
極
右
主
義
）

ル
ク
ソ
ー
ル
観
光
客
襲
撃
事
件　
（
1
9
9
7
年
11
月
17
日
、
エ
ジ
プ

ト
（
ル
ク
ソ
ー
ル
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

ロ
ー
マ
米
・
英
大
使
館
爆
破
事
件　
（
1
9
8
7
年
（
昭
和
62
年
）
6

月
9
日
、
イ
タ
リ
ア
（
ロ
ー
マ
）、
極
左
主
義
（
日
本
赤
軍
））

ロ
ン
ド
ン
地
下
鉄
等
同
時
爆
破
テ
ロ
事
件　
（
2
0
0
5
年
7
月
7
日
、

イ
ギ
リ
ス
（
ロ
ン
ド
ン
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
））

【
日
本
国
内
で
発
生
し
た
事
案
】

二
・
二
六
事
件　
（
1
9
3
6
年
（
昭
和
11
年
）
2
月
26
〜
29
日
、
日
本

（
東
京
府
）、
極
右
主
義
）

五
・
一
五
事
件　
（
1
9
3
2
年
（
昭
和
7
年
）
5
月
15
日
、
日
本
（
東

京
府
）、
極
右
主
義
）

「
悪
魔
の
詩
」
邦
訳
者
殺
害
事
件　
（
1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）
7
月

11
日
、
日
本
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

浅
沼
稲
次
郎
社
会
党
委
員
長
殺
人
事
件　
（
1
9
6
0
年
（
昭
和
35
年
）

10
月
12
日
、
日
本
（
東
京
都
）、
極
右
主
義
）

朝
日
新
聞
東
京
本
社
拳
銃
発
砲
人
質
立
て
こ
も
り
事
件　
（
1
9
9
4

年
（
平
成
6
年
）
4
月
1
日
、
日
本
（
東
京
都
）、
極
右
主
義
）

あ
さ
ま
山
荘
事
件　
（
1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
2
月
19
〜
28
日
、

日
本
（
長
野
県
）、
極
左
主
義
（
連
合
赤
軍
））

金
丸
信
自
民
党
副
総
裁
に
対
す
る
拳
銃
発
砲
殺
人
未
遂
事
件　

（
1
9
9
2
年
（
平
成
4
年
）
3
月
20
日
、
日
本
（
栃
木
県
足
利
市
）、

極
右
主
義
）

紀
尾
井
坂
の
変
（
大
久
保
利
通
内
務
卿
殺
害
事
件
）　
（
1
8
7
8
年

（
明
治
11
年
）
5
月
14
日
、
日
本
（
東
京
府
）、
不
満
士
族
）

成
28
年
）
7
月
1
〜
2
日
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
ダ
ッ
カ
）、
イ
ス

ラ
ム
過
激
主
義
（
I
S
I
S
））

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
銃
乱
射
事
件　
（
2
0
1
8
年
10
月
27
日
、
米
国
（
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
）、
極
右
主
義
）

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
暗
殺
事
件　
（
1
9
1
4

年
6
月
28
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
（
サ
ラ
エ
ボ
）、

無
政
府
主
義
（
黒
手
組
））

ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
爆
破
事
件　
（
1
9
8
4
年
10
月
12
日
、
イ
ギ
リ

ス
（
ブ
ラ
イ
ト
ン
）、
民
族
主
義
（
I
R
A
））

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
連
続
テ
ロ
事
件　
（
2
0
1
6
年
3
月
22
日
、

ベ
ル
ギ
ー
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
I
S
I
S
））

米
駆
逐
艦
コ
ー
ル
爆
破
事
件　
（
2
0
0
0
年
10
月
12
日
、
イ
エ
メ
ン

（
ア
デ
ン
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
））

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
爆
破
事
件　
（
2
0
1
3
年
4
月
15
日
、
米
国
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
米
大
統
領
暗
殺
事
件　
（
1
9
0
1
年
9
月
6
日
、
米

国
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
）、
無
政
府
主
義
）

マ
ド
リ
ッ
ド
列
車
爆
破
事
件　
（
2
0
0
4
年
3
月
11
日
、
ス
ペ
イ
ン

（
マ
ド
リ
ッ
ド
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
））

マ
ラ
ウ
イ
占
拠
事
案　
（
2
0
1
7
年
5
月
23
日
〜
10
月
23
日
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
マ
ラ
ウ
イ
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義

（
I
S
I
S
））

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
件　
（
1
9
7
2
年
9
月
5
〜
6
日
、

西
ド
イ
ツ
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）、
極
左
主
義
（
黒
い
九
月
））

ム
ン
バ
イ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件　
（
2
0
0
8
年
11
月
26
〜
29
日
、
イ

ン
ド
（
ム
ン
バ
イ
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
）

ル
ビ
ー
リ
ッ
ジ
事
件　
（
1
9
9
2
年
8
月
21
〜
31
日
、
米
国
（
ア
イ
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（
東
京
都
）、
宗
教
カ
ル
ト
（
オ
ウ
ム
真
理
教)

）

濱
口
雄
幸
首
相
銃
撃
事
件　
（
1
9
3
0
年
（
昭
和
5
年
）
11
月
14
日
、

日
本
（
東
京
府
）、
極
右
主
義
）

原
敬
首
相
暗
殺
事
件　
（
1
9
2
1
年
（
大
正
10
年
）
11
月
4
日
、
日

本
（
東
京
府
）、
極
右
主
義
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
機
内
爆
発
事
件　
（
1
9
9
4
年
（
平
成
6
年
）
12

月
11
日
、
日
本
（
沖
縄
県
上
空
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

松
本
サ
リ
ン
事
件　
（
1
9
9
4
年
（
平
成
6
年
）
6
月
27
〜
28
日
、

日
本
（
長
野
県
松
本
市
）、
宗
教
カ
ル
ト
（
オ
ウ
ム
真
理
教
））

三
菱
重
工
ビ
ル
爆
破
事
件　
（
1
9
7
4
年
（
昭
和
49
年
）
8
月
30
日
、

日
本
（
東
京
都
）、
極
左
主
義
（
東
ア
ジ
ア
反
日
武
装
戦
線
））

本
島
等
長
崎
市
長
に
対
す
る
拳
銃
発
砲
殺
人
未
遂
事
件　
（
1
9
9
0

年
（
平
成
2
年
）
1
月
18
日
、
日
本
（
長
崎
県
長
崎
市
）、
極
右
主

義
）

「
よ
ど
号
」
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件　
（
1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）
3
月

31
日
、
日
本
、
極
左
主
義
（
共
産
主
義
者
同
盟
赤
軍
派
））

李
王
世
子
暗
殺
未
遂
事
件　
（
1
9
2
0
年
（
大
正
9
年
）
4
月
、
日

本
（
東
京
府
）、
反
植
民
地
主
義
）

李
奉
昌
大
逆
事
件
（
桜
田
門
事
件
）　
（
1
9
3
2
年
（
昭
和
7
年
）
1

月
8
日
、
日
本
（
東
京
府
）、
反
植
民
地
主
義
）

岸
信
介
首
相
傷
害
事
件　
（
1
9
6
0
年
（
昭
和
35
年
）
7
月
14
日
、

日
本
（
東
京
都
）、
極
右
主
義
）

警
視
庁
追
分
派
出
所
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
爆
弾
事
件　
（
1
9
7
1
年

（
昭
和
46
年
）
12
月
24
日
、
日
本
（
東
京
都
）、
極
左
主
義
）

警
視
庁
警
務
部
長
宅
爆
破
殺
人
事
件　
（
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
年
）

12
月
18
日
、
日
本
（
東
京
都
）、
極
左
主
義
）

警
視
庁
新
宿
警
察
署
清
和
寮
爆
破
殺
人
事
件　
（
1
9
9
0
年
（
平
成

2
年
）
11
月
1
日
、
日
本
（
東
京
都
）、
極
左
主
義
（
革
労
協
））

経
団
連
会
館
襲
撃
事
件　
（
1
9
7
7
年
（
昭
和
52
年
）
3
月
3
日
、

日
本
（
東
京
都
）、
極
右
主
義
）

血
盟
団
事
件　
（
1
9
3
2
年
（
昭
和
7
年
）
2
月
〜
3
月
、
日
本
（
東

京
府
）、
極
右
主
義
）

桜
田
門
外
の
変　
（
1
8
6
0
年
（
安
政
7
年
）
3
月
3
日
、
日
本
（
江

戸
）、
極
右
主
義
（
尊
王
攘
夷
派
））

自
民
党
本
部
火
炎
車
放
火
事
件　
（
1
9
8
4
（
昭
和
59
年
）
年
9
月
19

日
、
日
本
（
東
京
都
）、
極
左
主
義
（
中
核
派
））

新
東
京
国
際
空
港
管
制
塔
乱
入
事
件　
（
1
9
7
8
年
（
昭
和
53
年
）

3
月
26
日
、
日
本
（
千
葉
県
成
田
市
）、
極
左
主
義
（
第
四
イ
ン
タ
ー

日
本
支
部
等
））

大
逆
事
件
（
幸
徳
秋
水
事
件
）　
（
1
9
1
0
年
（
明
治
43
年
）
5
月
25

日
、
日
本
、
無
政
府
主
義
）

大
量
リ
ン
チ
殺
害
事
件　
（
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
年
）
12
月
か
ら

1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
2
月
、
日
本
（
群
馬
県
等
）、
極
左
主

義
（
連
合
赤
軍
））

千
代
田
区
内
同
時
爆
弾
事
件　
（
1
9
8
8
年
（
昭
和
63
年
）
3
月
21
日
、

日
本
（
東
京
都
）、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件　

(

1
9
9
5
年
（
平
成
7
年
）
3
月
20
日
、
日
本
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xvii

□ 凡　例

w
al-Jihad

、
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

イ
ス
ラ
ム
・
マ
グ
レ
ブ
諸
国
の
ア
ル
カ
イ
ダ　
（Al-Q

aʼida in the 
Islam

ic M
aghreb (AQ

IM
)

、
マ
リ
等
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア

ル
カ
イ
ダ
系
））

イ
ラ
ク
の
ア
ル
カ
イ
ダ
聖
戦
機
構　
（al-Q

aʼida in Iraq (AQ
I) 

又

は Tanzim
 Q

aʼidat al-Jihad fi Bilad al-Rafidayn

、
イ
ラ
ク
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
系
））

イ
ラ
ク
の
イ
ス
ラ
ム
国　
（The Islam

ic State in Iraq

（ISI

）、
イ

ラ
ク
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
国　
（The Islam

ic State of Iraq 
and Syria (ISIS)

、
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

イ
ン
ド
亜
大
陸
の
ア
ル
カ
イ
ダ　
（al-Q

a'ida in the Indian 
Subcontinent (AQ

IS)

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
、
イ
ス
ラ
ム
過
激

主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
系
））

カ
タ
イ
ブ
・
ヒ
ズ
ボ
ラ　
（K

ata'ib H
izballah (KH

)

、
イ
ラ
ク
、
イ

ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
イ
ラ
ン
系
））

ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン　
（K

u K
lux K

lan (K.K.K.)

、
米
国
、

極
右
主
義
）

ク
ル
ド
労
働
者
党　
（K

urdistan W
orkers Party 

又
は Partiya 

K
arkeran K

urdistan (PKK)

、
ト
ル
コ
等
、
民
族
自
決
・
分
離

独
立
主
義
）

黒
手
組　
（Black H

and

、
オ
ー
ル
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
、
無

政
府
主
義
（
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義
））

コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍　
（Revolutionary Arm

ed Forces of 
Colom

bia 

又
は Fuerzas Arm

adas Revolucionarias de 
Colom

bia (FARC
)

、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
極
左
主
義
）

ジ
ャ
マ
ー
ア
・
ヌ
ス
ラ
・
ア
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ワ
ル
・
ム
ス
リ
ミ
ー

□ 

組
織
名

   
 

英
語
名
等
、
主
な
活
動
国
、
主
な
背
景
思
想

（
50
音
順
）

【
外
国
の
組
織
】

ア
ー
リ
ア
ン
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ　
（Aryan N

ations

、
米
国
、
極
右
主

義
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
軍　
（Irish Republican Arm
y (IRA)

、
イ
ギ

リ
ス
、
民
族
自
決
・
分
離
独
立
主
義
）

赤
い
旅
団　
（Red Brigades
、
イ
タ
リ
ア
、
極
左
主
義
）

ア
ト
ム
ワ
フ
ン
・
デ
ビ
ジ
ョ
ン　
（Atom
w

affen D
ivision

、
米
国
、

極
右
主
義
）

ア
ブ
サ
ヤ
フ
・
グ
ル
ー
プ　
（Abu Sayyaf G

roup (ASG
)

、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ
イ
ダ　
（al-Q

a'ida in the Arabian 
Peninsula (AQ

AP)

、
イ
エ
メ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル

カ
イ
ダ
系
））

ア
ル
カ
イ
ダ　
（al-Q

a'ida (AQ
)

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

ア
ル
シ
ャ
バ
ブ　
（al-Shabaab (AS)

、
ソ
マ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
過
激

主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
系
））

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
族
解
放
戦
線　
（N

ational Liberation Front 

又

は Front de libération nationale (FLN
)

、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

反
植
民
地
主
義
）

ア
ル
・
タ
ウ
ヒ
ー
ド
・
ワ
ル
・
ジ
ハ
ー
ド　
（Jam

a'at al-Taw
hid 
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xviii

ヌ
ス
ラ
戦
線　
（Al-N

usrah Front (AN
F)

、
シ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
過

激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
系
））

パ
キ
ス
タ
ン
・
タ
リ
バ
ン
運
動　
（Tehrik-e Taliban Pakistan 

(TTP)

、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
タ
リ
バ
ン
系
））

バ
ス
ク
祖
国
と
自
由　
（Basque Fatherland and Liberty 

又
は 

Euzkadi Ta Askatasuna (ETA)

、
ス
ペ
イ
ン
、
民
族
自
決
・
分

離
独
立
主
義
）

ハ
ッ
カ
ー
ニ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
（H

aqqani N
etw

ork (H
Q

N
)

、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
タ
リ
バ
ン
系
））

ハ
マ
ス　
（H

am
as

、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ハ
ー
ド　
（Palestinian Islam

ic 
Jihad (PIJ)

、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
イ
ラ

ン
系
））

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
人
民
戦
線　
（Popular Front for the Liberation 

of Palestine (PFLP)

、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、
極
左
主
義
）

ヒ
ズ
ボ
ラ　
（H

izballah

、
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
イ
ラ

ン
系
））

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
党　
（Black panther party for Self-

D
efense

、
米
国
、
極
左
主
義
）

ボ
コ
ハ
ラ
ム　
（Boko H

aram
 (BH

)

、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
主
義
）

ホ
ワ
イ
ト
・
ア
ー
リ
ア
ン
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス　
（W

hite Aryan 
Resistance

、
米
国
、
極
右
主
義
）

マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ　
（M

aute G
roup

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
主
義
（
I
S
I
S
系
））

民
主
社
会
を
求
め
る
学
生
（Students for D

em
ocratic Society 

(SD
S)

、
米
国
、
極
左
主
義
）

ン　
（Jam

aʼat N
usrat al-Islam

 w
al-M

uslim
in (JN

IM
)

、
マ

リ
等
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
系
））

ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ア　
（Jem

aah Islam
iya (JI)

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

真
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
軍　
（Real IRA (RIRA)

、
イ
ギ
リ
ス
、
民

族
自
決
・
分
離
独
立
主
義
）

人
民
の
意
思　
（Peopleʼs W

ill 

又
は N

arodnaya Volya

、
ロ
シ
ア
、

無
政
府
主
義)

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ　
（Sendero Lum

inoso (SL)

、
ペ
ル
ー
、
極

左
主
義
）

ソ
ル
ベ
ン
・
シ
チ
ズ
ン
ス　
（Sovereign Citizens

、
米
国
、
極
右
主

義
）

タ
ハ
リ
ー
ル
・
ア
ル
・
シ
ャ
ー
ム
機
構　
（H
ayat Tahrir al-Sham

 
(H

TS)

、
シ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
（
ア
ル
カ
イ
ダ
系
））

タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎　
（Liberation Tigers of Tam

il 
Eelam

 (LTTE)

、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
民
族
自
決
・
分
離
独
立
主
義
）

タ
リ
バ
ン　
（Taliban

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

地
球
解
放
戦
線　
（Earth Liberation Front (ELF)
、
米
国
等
、
極

左
主
義
（
環
境
保
護
））

ド
イ
ツ
赤
軍　
（Red Arm

y Faction

、
西
ド
イ
ツ
、
極
左
主
義
）

動
物
解
放
戦
線　
（Anim

al Liberation Front (ALF)

、
米
国
等
、

極
左
主
義
（
環
境
保
護
））

ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
革
命
運
動　
（Tupac Am

aru Revolutionary 
M

ovem
ent 

又

は M
ovim

iento R
evolucionario Túpac 

Am
aru (M

RTA)

、
ペ
ル
ー
、
極
左
主
義
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス　
（N

ational Alliance

、
米
国
、
極

右
主
義
）
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□ 凡　例

モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
（M

oro N
ational Liberation Front (M

N
LF)

、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

ラ
シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ　
（Lashkar-e-Tayyiba (LeT)

、
パ
キ
ス
タ

ン
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
）

ユ
ダ
ヤ
民
族
軍
事
機
構　
（Jew

ish Irgun 

又
は The N

ational 
M

ilitary O
rganization in the Land of Israel

、
パ
レ
ス
チ
ナ
、

反
植
民
地
主
義
）

【
日
本
の
組
織
、
日
本
由
来
の
組
織
】

オ
ウ
ム
真
理
教

革
マ
ル
派　
（
日
本
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義

派
）

革
労
協　
（
革
命
的
労
働
者
協
会
（
解
放
派
））

共
産
主
義
者
同
盟
赤
軍
派

中
核
派　
（
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
全
国
委
員
会
）

日
本
赤
軍　
（Japanese Red Arm

y

）

「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ

連
合
赤
軍
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